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DSSP:　database of secondary structure assignmentsの略号
BLAST:Basic Local Alignment Search Tool の略号　類似配列を並べ替えるアプリケーション
KEGG:
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グルコースイソメラーゼはブドウ糖を果糖に変換する。
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１、隠れマルコフモデル
確率モデルの一つで、「システムがパラメータ未知のマルコフ過程である」と仮定し、 観測可能な情報からその未知のパラメータを推定する。 音声認識、ゲノミクス、形態素解析(自然言語処理)などに応用されている。

２、Swiss-prot
バイオミメティクスの授業でも使用されたweb上のProtein knowledgebase 。
タンパク質のアミノ酸配列のデータベース。PDBなどにも直接アクセスできる。

３、DSSPはタンパク質の二次構造の割当てを標準化するシステム。DSSPは、PDBの全てのタンパクの虹構造のレポートのデータベースです。DSSPは、PDBエントリからDSSPエントリを計算するプログラムでもある。

4,BLAST (Basic Local Alignment Search Tool) は、バイオインフォマティクスでDNAの塩基配列あるいはタンパク質のアミノ酸配列のシーケンスアライメントを行うためのアルゴリズムをいい、またそのアルゴリズムを実装したプログラムをいう。 BLAST を使って、手元にあるシーケンスで、シーケンスデータベースもしくはライブラリに対して検索することにより、ある閾値以上のスコアで類似するシーケンス群を発見することができる。 BLAST は、バイオインフォマティクスで最も広く使われているプログラムの一つである。

5,KEGG（Kyoto Encyclopedia of Genes and Genomes："京都遺伝子ゲノム百科事典"の意味）はバイオインフォマティクス研究用のデータベース。遺伝子、タンパク質、また代謝やシグナル伝達などの分子間ネットワークに関する情報を統合したデータベースである。1996年に京都大学化学研究所の金久實教授らによるプロジェクトとして発足して整備が続けられ、ウェブ上で公開されている。

よって答えは４
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IV-2アミノ酸の形についての設問


１、アミノ酸とは、カルボキシル基とアミノ基をもつ有機化合物の総称であるから、正解


２、システイン、メチオニンは硫黄（S）を含むアミノ酸として有名。よって正解


[image: image1.wmf]*メチオニン*[image: image2.wmf]システイン


３、ヒスチジンは側鎖にベンゼン環をもたない。イミダゾイル基をもつ。


[image: image3.wmf]*ヒスチジン


４、グリシンはキラル中心をもたないため、光学異性体が無い。よってこれが答え。
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５、トリプトファンは側鎖にインドール環をもつので正解。
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質量電化比(m/z)の間違い
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キナーゼの誤り、フォスファターゼは脱リン酸化酵素
ユビキチン化は、細胞質、核など様々な細胞内の場所で起こる。
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納豆：Bacillus subtilis natto
コウジカビ：Aspergillus oryzae
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酵母は糖脂質を合成できる。
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単糖が2から10個程度重合したものがオリゴ糖である。
フラクトオリゴ糖はSucrose（α‐グルコピラノシル‐β‐‐フルクトフラノシド：砂糖
）を原料とし酵素法により合成される。
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(a) 屈性の研究で発見されたオーキシンは、化学構造がわからないままオーキシンと名付けられたが、その後の研究で、その実体がインドール酢酸であることがわかった。
オーキシンの作用は①細胞の伸長作用を促進②呼吸を促進③細胞分裂を促進④カルスからの根の分化を促進⑤発根促進⑥落葉・落果を防止⑦側芽の成長を抑制

(b) イネの馬鹿苗病から分離された物質はジベレリンである。作用は①茎の伸長促進②休眠中の芽の発育促進③種子の発芽促進④子房の発育促進⑤開花促進
種なしぶどうの生産に利用されている。

(a)と(b)がわかれば、③が答えだとわかる。

(c) 器官脱離を促進するのはアブシジン酸である。その他に種子を休眠させる、気孔を閉ざすなどの作用がある。

(d) 気体のホルモンといえばエチレンで、果実の成熟が始まる直前に多量に合成され、果実の成熟を促進する。　
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T-DNA:アグロバクテリウムの遺伝子導入に関与する配列：
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緑色硫黄細菌などが存在し、無機硫黄を電子供与対として二酸化炭素を炭素源として生育する。
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バイオスティミュレーションは元々存在する微生物の増殖を促すことを目的に栄養物などを加えて、その微生物の生理機能を利用して環境浄化を行う。
この文章の記述はバイオレメディエーション
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問題文の[この方法では2本鎖のRNAを導入するとそのRNAに相同なmRNAが配列特異的に分解されることを利用したものである。]という部分を読むことで、選択肢はすぐに2つに絞ることができる。
上記の方法は、1990年代に発見され、今日、実験で良く用いられているRNAi法の定義である。
したがって、この時点で、残る選択肢は2番と4番の2つである。
次に、aの選択肢を選ぶと、ミクロボディーとは、ペルオキシソームのことであり、酵素ではない。また、アイソザイムはイソ酵素とも呼ばれている。
故に、答えは2番となる。
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酢酸菌は好気性細菌である。
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答え：２
シロイヌナズナは、
1. ゲノムサイズが他の植物に比べて極めて小さい（1.2x108塩基対）。
2. 20世紀中頃から遺伝学の材料として用いられた結果、今までに多くの突然変異体
　 が分離、保存されている。
3. 2倍体で染色体数が5本と少なく、遺伝子の位置付けが比較的容易である。
4. 他の植物のゲノムと比べ遺伝子以外のDNA部分がはるかに少ない。
5. 背丈が20cm程と小型で、室内でも容易に数多く栽培できる。
6. 播種してから種子をつけるまでが約６週間と短い。
7. １つの植物から多くの種子を採取できる。
8. 発芽、生長、着花、結実などの様子やストレス、病虫害に対する反応を容易に
　 観察し、研究することができる。
9. 2000年12月に全ゲノム塩基配列が決定された。
　 ゲノムサイズは1億2500万DNA塩基対、遺伝子数は約2万6000個。
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獲得免疫は、最短で2週間程度を要する。
MHC:Major Histocompatibility
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クロラムフェにコールアセチルトランスフェラーゼはクロラムフェニコールの抗生物質としての活性を低下させる酵素である。
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反応速度と反応温度の関係を示す，アレニウスの式ｋ＝Ａexp(－μ／RT)における反応速度定数ｋの対数を温度の逆数に対してプロットして得られる直線関係．μは活性化エネルギー，Ｒは気体定数，Ｔは絶対温度，Ａは頻度因子．この反応は酵素反応にも適用され，反応機構などの研究に用いられる．
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イソシゾマーとは、異なる細菌から単離された同じ塩基配列を認識する制限酵素のこと（例えばSau3A IとMbo Iなど）。アイソシゾマーでありながら，その認識配列内での切断部位が異なったり（例えばSma IとXma I），認識配列に対するメチル化の感受性が異なることも多い。
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細胞の二分による定常的な増殖は，時間ｔでの細胞数をＮとすると，次の式で表わされる．
　　　Ｎ＝Ｎ０2ｔ／τ＝Ｎ０exp｛(t/τ)ln2｝
Ｎ０はｔ＝０での細胞数，τは世代時間，すなわち細胞の分裂から次の分裂までの時間の統計的な平均値．
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（１）○　正しい。パリンドローム構造とは、回文構造のことである。回文とは、前から読んでも後ろから読んでも同じ言葉のことである。回文構造とは、そのほぼ中央のところで対称的で、前半の配列が後半の配列と正確に相補的になっているものである。

（２）×　リン酸基は核酸の５’末端についており、３’末端にはついていない。よって誤りである、

（３）×　EcoRⅠはGAATTCの６塩基認識の制限酵素である。よって誤りである。

（４）○　NotⅠはGCGGCCGCの８塩基認識の制限酵素である。よって正しい。

（５）×　BamHⅠが切断する配列はSau3AⅠによっても切断されるが、これはBamHⅠが認識するGGATCCの６塩基のうちの真ん中のGATCの４塩基をSau3AⅠが認識するため切断される。ゆえに、全て同じ塩基を認識するわけではないので、BamHⅠとSau3AⅠはイソシゾマーの関係にはない。よって誤りである。

以上から、○、×、×、○、×となり、正解は①である。

A. ①　
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ワシントン条約:希少生物の保護
京都議定書：温暖化ガスの削減
ブタベスト条約：特許微生物の寄託制度
カルタヘナ議定書：生物多様性の確保
リオ・デ・ジャネイロ宣言：持続可能性を保つ地球環境保全
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停止コドン：UAAアンバー、UAGオーカー、UGAオパール
ミスセンス変異：アミノ酸変異が起こる変異
ナンセンス変異：コドンの縮重によりアミノ酸変異が起こらない変異
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（１）○　遺伝暗号とはコドンのことである。大腸菌とヒトの染色体では、共通のコドンが用いられている。よって正しい。

（２）×　開始コドンとしてAUGが、終止コドンとして、オパールコドンと呼ばれるUGA、オーカーコドンと呼ばれるUAGが用いられているが、終止コドンとして、UACは用いられていない。終止コドンとして用いられている３種類のトリプレットのもう１つは、アンバーコドンと呼ばれるUAAである。よって誤りである。ちなみにUACはチロシンに対応している。

（３）○　サプレッサーtRNAは、終止コドンに変化したナンセンス変異、アミノ酸置換を起こすミスセンス変異、フレームシフト変異に対して適切なコドン読取りの変更を実現する。ナンセンス変異のサプレッサー遺伝子で生産される終止コドンのtRNAは、自身の変異によって翻訳を停止させる機能を失っており、ある特定のアミノ酸を連れてきて、ナンセンス変異やフレームシフト変異によって生じた終止コドンを無視して、翻訳を続行させる。よって正しい。

（４）×　トリプトファンに対応するコドンはUGGの１種類だけである。よって誤りである。

（５）×　点突然変異のうち、コドンの縮重によりアミノ酸に変化が生じないものはミスセンス変異ではなく、サイレント変異である。よって誤りである。ちなみにミスセンス変異はコードされたアミノ酸が変化するようにコドンを変える単一の変化であり、サイレント変異がコドンの第３番目の塩基で起こることが多いのに対して、コドンの最初の２つの塩基のうちの１つに起こることが多い。

以上から、○、×、○、×、×となり、正解は②である。
A. ②　
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ほとんどのDNAは右巻きである。
DNAらせんは10.4baseで1回転する
また1回転で、34オングストロームの長さになる
アデニンとグアニンがプリン残基を持ち、シトシンとチミンがピリミジン残基を持つ。








